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自 由 39件 (72名)
賢 料 5件 (15名)
採 択
7件 (11名)
4件 (7名)
2件 (3名)
3件 (5名)
3件 (3名)
3件 (3名)
4件 (5名)
3件 (3名)
4件 (7名)
6件 (15名)
4件 (4名)
6件 (9名)
1件 (1名)
5件 (7名)
4件 (5名)
35件 (69名)
6件 (19名)
(3) 研究会
平成元年度は,｢研究会｣と小規模の ｢ミニ研究
会｣が以下のとおり採択 ･実施された｡
A.研究会
1.ニホンザルの分布と個体数と生息環境
2.動物の音戸コミニュケ-ションからヒトの
音声言語へ
3.分布限界域におけるニホンザルの生息環境
と地域個体群の動態
4.印19回ホミニゼ-シコン研究会 r環境｣を
考える
B.ミニ研究会
1.動物突放と実験動物の福祉
2.視覚認知の心理学と生理学
3.志究高原横沿川流域に生息するニホンザル
地域個体群の動態
2.研究成果
A.計画研究
課 題 1
宮城県における二ホンザルの分布,個体数の現状
と歴史的変遷およびその要因についての研究
伊沢 絃生 (宮教大)
遠藤 純二 (東浜小)
庄司由実子 (川崎小)
これまで私たちは宮城県下のニホンザルについ
て過去の分布復元や,現在の分布 ･群れの数 ･個
体数の推定等をおこなってきた｡それらの研究成
果を基盤に,本研究初年度の今年は以下の項目に
重点を置いて調査を進めた｡
①金華山のこホンザル5群については過去8年間
にわたって継続調査を実施してきたが,本年は個
体数増減にかかわる要田の一側面をさぐる目的
で,5群の出産数とそれらのアカンボウが年間ど
の時期に何頭死亡するかを詳しく調べ,それらと
先供変動や主要食物の季節的変遷等との対応を検
討した｡
②同時に,金華山ニホンザル個体数増減に深く関
与しているはずの食物について,その生産丑を知
る目的でシード･トラップを3ヶ所設圧し予備調
査をおこなった｡その結果は上々であり,次年度
の本格的な作業の見通しを得た｡
③奥新川,二ロ.七ヶ宿の3地域で群れの個体数
調査を実施したが,いずれの地域でも以前より増
加していた｡その罪因はここ数年の朔繋な畑荒ら
しや暖冬と関係している可能性が商いが,他資料
も含め現在比較枚討中である｡
④かつてサルが生息し.1985年のアンケート調査
で群れの生息情報がなかった地域のうち牡鹿半
良,北上高地,栗駒山鹿地域について調査した
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